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がなされているが省略した。

註*BORNET， EO.and FLAHAULT， CH: Sur Quelques Plantes vivant dans 
le Tes色Calcariredes Mollusques. Bull. Soc. Bot. Fr. 1889. XXXVI. pp. 

1-31， Pl. VI-Xn. 
輔ェゾオウノガイ

恭輔マテの 1種

輔蝉侍 Perenyiの溶液の底方は 10%羽青酸4容量，アルコール3容量， 0.5%クロム

殴3容量である。色は Bluevioletを呈する。
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皐曾鎌事

日本藻類事合:第一回総合議事報告

日 時: 昭和初年10月11日，午後6時より 10時。

場 所: 金海大署長主義生舎館。

出席者 33~。

開舎に曾り，舎長山岡幸男氏の挨拶があり，中村義援事幹事が遜行係となり，夕食を

共にし乍ら，阪弁奥志雄幹事から庶務・舎計の中間報告が行われた。後，成瀬弘幸争氏

が総合議長となり議事に入り，中村幹事から提案理由の示された食則の鑓更を勝!1，

本務の表紙E廷に掲載された合員。が添認された。叉，無記名投票による合長の溜纂の結

果山闘争男前令長が再選され，新役員は後に令長の指名による事で一任された。夏に，

舎長より，石川光春闘枝滞牧野富太郎三宅鴎ー中堅手治房田原正人山内繁雄の7

氏を本舎名響舎員に推薦致し度しとの提議があ!1，満場一致で之を可決した。次いで

懇親舎に移!J，自己紹介等が和朱綴々緩に行われ，第一回総合を絞った。その他の議

事及び報告等は下記の如し

1. 舎則。本意書表紙裏に掲載のものを見られたい。

2. 含首長。本舎の財政面から食誌に康管欄を設けよ，との聖書があったが，今後考え

る事になった。叉主主i践講座機のものを掲載しては如何との車撃があり，多般の質成者が

あった。

3. 合員。合員数がさbない故曾誌を底鼠に出し，叉他の雑誌に本誌の存在を強調し

ては如何との聾あり，之には舎員総てが新合員の獲得をすべきであるとの申し合せに

一致した。

4. 役員。後日，合長より指名されるが，各地に世話係を依蝿し，舎員からの質疑

に臆答し，其の他，入舎，舎貨の一括送付等の斡旋をする様にしたいとの提案があ

!J，之を笈施する事にした。

- 28ー




